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第６回日本木材保存協会功績賞
「木材の耐候性向上に関する研究と木材保存の広報普及活
動への貢献」

片岡　厚（国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所）

1987年に京都大学農学部林産工学科を卒業し，1993年より森林総合研究所
に勤務。木材化工部や木材改質研究領域において，主に木材の耐候性向上
に関する研究に従事した後，広報普及科長を経て，2020年から研究コーデ
ィネーター（産学官民連携推進担当）となり，現在に至る。

業　績　概　要

　木材のエクステリア空間における利用拡大を目的に，木材が太陽光や雨水などの作用で気象劣化するメ
カニズムの解明や，木材の耐候性（気象劣化への抵抗性）を向上させるための塗装，メンテナンス，評価
技術の高度化に資する研究を推進しました。また，木材のエクステリア利用に関する各種事業や委員会活
動に参画し，研究成果の社会還元に努めました。
　日本木材保存協会においては，2014年から2017年まで年次大会運営委員長を務め，ベストプレゼンテー
ション賞の創設や海外からの講師の招へいなど新たな取組を進めました。また，2017年から2023年５月ま
で広報委員長として会誌「木材保存」の企画・編集を担い，協会創立40周年記念特集号「木材保存の技術・
研究のこれまでとこれから」を刊行するなど広報普及活動に貢献しました。
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